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新型コロナウイルスの感染が拡大し、政府が初めて緊急事態宣言を出した 2020 年には、私

たちの施設も 1 か月半にわたり内視鏡検査を中止しました。検査が再開されて 1 年となり

ますが、感染防止対策は日々検討を重ね現在に至ります。 

新型コロナウイルス感染症は、接触感染、飛沫感染のみならず空気感染も危惧され、アメリ

カ疾病予防管理センターの分析によれば、デルタ型は 1 人の感染者が平均 8～9 人に感染さ

せる力をもつといわれています。受診者がマスクをはずし、飛沫の発生が避けられない内視

鏡室という環境の中で、どのような対策を行えばよいのでしょうか。問診においてもコロナ

以前はプライバシー配慮のため部屋のドアを閉めて行っていましたが、現在は密室状態を

避けるためドアを開放して行っています。受診者が消化器科に到着したその時から感染防

止対策が始まっており、従来の内視鏡室中心の感染防止対策を、より広い視野を持って行う

必要があります。 

教育講演では、当センターの、胃内視鏡検査における感染防止対策の取り組みと、最後に、

集団検診における胃Ｘ線検診の感染防止対策もご紹介します。 


